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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・H24年職員旅行の日程が決まりましたのでお知らせします。

行き先：秋田・横手方面

日程：1班：6月20日(水)～21日(木)　2班：7月5日(木)～6日(金)　
3班：7月20日(金)～21日(土)

＜患者様連絡事項＞

・倉橋　生子様～母様のお見舞い目的の外出へ行く為に、医事より10,000円下ろす様依頼しています。

・伊藤　五十二様～下肢痛の為、アスモロールとナパゲルン軟膏が処方となっていますので、

　　　　　　　　　引き続き訴えを傾聴し、疼痛訴え時は塗付していきましょう。

＜患者様NCP評価＞

・上村　みわ様～現在は発熱なく経過していますが、セフジトレン（抗菌剤）を服用してから具合が悪いという訴えが聞かれています。本日朝食は不食、昼は主食,1/2副食は全量摂取出来ています。食事が摂取出来る様適宜声かけをしていきましょう。

・岡田　石子様～病棟では表情の冴えなさ見られていますが、金銭に関する訴えもなく、日課・　プログラムにも支障ありません。突発的行動の可能性がある為、引き続き、本人の所在確認を行い離院に注意していきましょう。

・倉橋　生子様～外出について何度かスタッフへ聞く様子が見られています。陰部からの出血に関する訴えは聞かれずいます。母の見舞いの件を気にしている様子が見られています。引き続き、気分変動等を観察し他者とのトラブルのないよう関わりましょう。

・金沢　洋子様～昨日準夜帯にて男性患者様（十日市利喜様）と手を繋いでいる様子が見られています。最近、スタッフに対しても的外れな問い掛けや話し掛けが見られていましたので精神症状が変化しての行動化の可能性があります。西病棟におられた時も性的な行動を取られる事が何回かありましたので、男性患者様との接触に注意し性的逸脱行為へ至らない様気を付けていきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス＞

・木村　梅子様～外泊の際、頭を振る事があったと弟様から情報提供あり、病棟でもたまに見られる事を主治医へ伝えています。本人は頭を振っている事に関しては否定的な発言が聞かれています。継続して頭を振る行為や精神症状の変化を観察していきましょう。

・大釜　万知　様～5/12（土）～13（日）外泊へ行かれていますが、忘薬なく帰院している事を情報提供しています。てんぷらを食べてきたが手伝いはしてこなかったと話し、病院では出来ないゲームも買ってきたとの事です。

　　　　　　　　　外泊後の病棟での様子としては、「イカリマス」等と書かれたメモを見ながらスタッフオフィス前でお辞儀をしている事があり、スタッフからの声掛けには「儀式」と答え何かが見えているとも話しています。

花見行事にも参加していますが、バスの中での独語や奇異行動、バス走行中に両替をする行動もあります。

主治医より落ち着きがない事を説明され、明日よりGAFが25→21へ変更となりますので周知お願いします。

・岡田　石子様～診察にて5月分の入院費について気にする様子が見られています。主治医より　

入院費について心配はない事を説明しています。

　　　　　　　　現在通帳は医事へ預けていますが印鑑は自分で持っている為、病棟と医事で相談し本人がお金の心配をしないよう、金銭管理面の介入を行っていきましょう。　また、引き続き所在確認を行っていきましょう。

・稲垣　恵利子様～この1週間金銭が合わない事や家へ電話したいと話す事があり、用件についてはご家族から洋服を持ってきてほしいとの事です。主治医より服が欲しいのであれば自分の小遣いで買えばいいこと、ご家族が付き添えない場合はスタッフが付き添う事を説明され、本人納得しています。何が今不足しているのか本人様へ介入していきましょう。

・滝澤　久江様～5/13（日）妹様と外出され、寿司10貫とチョコケーキ１つを食べ、砂糖入りのコーヒーを飲んできたそうです。父にも会って来られ｢元気そうだった｣と話されています。また、妹様宛に介護保険の通知が来たとの事ですので、コピーしてから持ってくるとの事です。

羊羹の件については朱夏より資料が届いていますが、カロリーが高い食品が殆どの為主治医へ確認していますが、スタッフ側で検討してほしいとの事です。

・山田　隆雄様～以前にくらべスタッフへの話し掛けが増えてきている事、SSTの目標について情報提供しています。手のヤニについては看護計画を立て実施していく事も主治医へ伝え、本人からは「短くなるまで吸わないようにしています」と話されています。

＜OT週間報告＞

・津嶋イチ子様～先週は作業に集中出来ない様子が見られていましたが、今週は自分のペースで

作業へ取り組む事が出来ています。作業スタッフへの確認行為は多く見られて

いますが、他病棟の患者様から感化されているようです。今後も精神症状の変

化がある可能性もありますので、作業の取り組み状況を観察していきます。

・岡田　石子様～作業場面では表情の冴えなさ見られず、落ち着いて取り組む事が出来ています。

　　　　　　　　スタッフから本人に対し、良い評価をすると嬉しそうな表情も見せています。

・倉橋　生子様～今週の月曜日の作業中に「眩暈がする」と訴えてくる事があり、面会を過度に気にされている様子が見られています。あまりに気になるようであれば、作業から早めに戻ってくる等の対応をしていきます。

・元沢　政治様～作業内容を計算から読書へ自ら変更していますが、不機嫌さ等なく落ち着い

て取り組む事が出来ています。機嫌が良い時は作業スタッフの持ち物について

の話し掛けも見られていますので、引き続き作業の取り組み状況の観察を行っ

ていきます。

・赤坂順市様・大釜万知様・田名部浩平様・三上勇様～

グループで１つの作品を作るグループワークを行っていますが、大釜様や田名部様は頼まれて行っているという様子ですが、赤坂様は積極的に取り組まれ完成すると「いいのが出来た」と表情の穏やかさが見られています。三上様が良い起爆剤となっていますので、自分から発言が出来る様アプローチしていきます。

＜ケアプラン＞

・大上　なみ様

＃１、小遣い銭を多く所持している

目標　今後、施設入所に向けて貯金しておく

0－１、自分の収入源や額を知っているか

2、日用品、生活費など、生活に最低限必要な金額を把握しているか

3、収入から必要経費を差し引いた金額でできているか

4、自分の経済状況に見合った生活に慣れることができているか

5、銀行に通帳を作り、使用法について知っているか

6、貴重品の管理に問題ないか

7、迷ったり、困った時、誰かに相談できるか

Ｔ－1、預金手続きは、初めての体験で混乱しないよう付き添い、援助する

　　2、手元に2万円置き、残り全額を貯金したい意思があり、守れるよう援助する

　　3、毎月、小遣い2万円とし、自分でやりくりできるよう支持する

　　4、不必要な物を購入したり、買い溜めをしていないか、買い物に付き添った

スタッフは見守り、指導する。

　　5、貴重品を紛失しないよう、管理面を見守る

　　6、今後の生活の状況と起こりうることを本人と一緒に予測し、具体的な対処方法

などを考える

　　7、本人の望ましい行動に対して評価する

Ｅ－1、起こりうる状況をロールプレイで練習する

　　2、ニーズを充足させるため、社会資源と結びつけ生活上の質の向上を目指し援助する
・伊藤　五十二様

＃１、左下肢痛があるため、日常生活に支障がある

目標　関節痛の症状を正しく推測する（筆談）

0－１、どこが痛むか（単発性、多発性）

　　2、どんな痛みか（激痛か、耐えられるか）

　　3、どんな時痛むか（歩行時、安静時）

　　4、どの位続くか

　　5、既往歴はどうか（リウマチ、痛風、変形性関節症）

Ｔ－1、疼痛により、不安になるので訴えを傾聴する（筆談）

　　2、疼痛のため、感情の揺れが生ずるので、安定を図る

　　3、希望時は、消炎鎮痛剤（アスモロール、ナパゲルン軟膏）をスタッフが塗布し対処する

　　　　4、消炎鎮痛剤（アスモロール、ナパゲルン軟膏）を切らさないよう、準備して

置く

　　　　5、下肢に体重が負荷とならないよう、体重管理する

　　　　6、引きずり歩行のため、転倒防止に努める

Ｅ－1、余り、日常生活に支障が出るような場合は、ご家族にも情報提供し相談する

　　2、行事や活動参加に無理な場合は、調整をする
＜病棟事業年間計画＞

　記録管理～毎月10日頃に、各スタッフへ受け持ち患者様分の毎月分のカルテチェックを行うよう呼びかける。

・毎月20日頃に記録管理担当がカルテチェックをする。

・毎月第1日曜日にカルテ外しを実施

＜業務改善案＞

・現在19時前に排水溝のネットを交換していますが、浴室と脱衣所の間にある足拭きマットの状態を確認し、新しいマットへ交換していくようにしましょう。マットが滑り尻餅をついた患者様もいましたので、設置の仕方に気をつけ転倒事故のないよう気を付けていきましょう。

・付き添い患者様の買い物訓練について～

買い物だけを目的にせず、社会生活を想定し、意味を持って1つのプログラムとして取り組んでいくべきではないかとの意見が聞かれています。

また店内での患者様の対応についても見直す必要があり、更にリハビリの大事な位置付けとして自発性を養い判断力をつける為にも、買い物の取り組み方について見直した方がよいのではないかとの提案が出ています。

